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秋田県内産食品ー米ー中の栄養成分及び無機質成分の調査結果

佐野 健＊松田恵理子＊大谷裕行＊今野 宏＊

I はじめに

米は秋田呪を代表する主要農産物であり，かつ特産品

の一つでもある．米の栄挫成分は四訂日本食品標準成分

表（成分表）！）に収載されており，また重金属篤の含有量

調食は，熊谷たち2)の報告を始めとし多くあるか，本呪I生

米の成分関杏については殆んどなく，小林たち3)の数例

の飯米中の銅，北鉛及びカドミウムの検森項目の報告だ

けであった．

最近の水稲新品種聞発により，本県では，新銘柄米あ

きたこまちの育成及びヽンェア拡大が行なわれているが，

その栄捉成分9"、りの合{-j-1-tt凋森は行なわれていなかった．

そこで我々は，あきたこまちと従来から奨励生産され

てきたアキヒカリ，キヨニシキ及びササニシキの 4品種

について栄義成分及び直金）属等の含有状況を把握するこ

とを日的に本調告を実施したので，その結果を報侶す

る．

II 試料と分析法

A.試料

秋田県）農業試験場か，県内 8カ所を試験地と指定した

地域で育成，収穫した総数28検体 (N=28)の玄米の提

供を受け，試料とした．

B.前処理

通常，炊飯として供される程度の粘l勺（歩留り 90%)

とし，分析試料とした．

c.分析項目及び測定法
栄促成分及ぴヒ‘タミン類は分析試料から，また，無機

閥成分及び重金属は湿式灰化 (HCIO,-HNOり後， 1iii 

報4)と同様の項目及び測定法で行なった．

llI 調査結果及び考察

品種別成分含什見を表 1に示した．数値は全て湿重団
一ー
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当りの値である．なお，文中の記載数値は算術平均値士

標準偏差値及び（ ）内数値は（最小値一最大値）であ

る．

A. 栄養成分

1.水分
水分含有鼠は，全体 (N=28)で14.77士o.47g I 100 
gであり，品種毎では，あきたこまちが 15.00士0.52g 

I 100 gで最大，ササニシキが 14.40±o.56g / 100 g 
で最小であり，両者で 1%の差があった．

2.たんばく質

たんぱく囲の含有状況は全体で 6.93士0.52g / 100 

gであり，品種毎では，アキヒカリ 7.15土0.54g / 100 

g, あきたこまち 6.99士0.45g / 100 g, キヨニシキ

6.99士0.43g I 100 gそしてササニシニ 6.26土 0.28g 
I 100 gで含有していた．これは，本庄5)が報告してい
るように県内における水稲の出稲期及び成熟J町の速い

→遅いの差に伴なって含有星の高い→低いの傾lt..lがみら

れた．また，アキヒカリーササニシキ，キヨニシキーサ

サニシキ及びあきたこまちーササニシキの品種間で有怠

差 (P<0.05)が認められた．

3.脂質

脂四は全体で1.15士0.10g I 100 g (0.99 - 1.34 g 
I 100 g)で含有し，総体的には，成分表の精白米成分
値と大差がなかった．

4.炭水化物一糖質

糖質の含有旧は，品種紺のたんぱく質含有鼠とは逆

に，ササニシキ 77.50士0.46g / 100 g,キヨニシキ

76.52士0.49g I 100 g, あきたこまち 76.22士0.63g 
I 100 gそしてアキヒカリ 76.20士0.47g I 100 gで高
い→低いの傾1,,jを示した．またこの糖質でも，たんぱく

質でみられたように同じ品種間で有意差 (P<0.05) か

認められた．

5.炭水化物繊維

繊維の含有鼠は令体で0.34士0.01g I 100 gであり，
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成分表の精白米成分値と近似していた．

6.灰分
灰分の含有量は，全体で 0.32土 0.01g I 100 g (0.30 
-0.33 g / 100 g)であり，品種間及び各試料の差は微

少であった．

以上のことから品種間で水分，たんばく質及び

脂質で少しづつ差異があった．この差異が，品種毎の味

覚に影響をもたらすー要素をなすものと考えられた．

B.無機質

1. Ca 
Ca含有量は全体 (N=28)て5.01土0.55mg/ 100 g 

であり，品種毎ではアキヒカリ 5.34±0.47mg/100 g, 

あきたこまち 5.12士0.48mg/ I 00 g,ササニシキ 4.87

土0.84mg/ 100 gそしてキヨニ、ンキ 4.63士0.27mg/

100 gの高い→低い順で含有していた．また， 県南・大

森地域内のアキヒカリ，キヨニシキ及びあきたこまちの

各品種の Ca含有量は， 他の地域内で収穫された試料よ

り若干高い値で含有する傾向を示した．

2. p 

P含有量は全体で 120士20mg/ 100 gであり，アキ

ヒカリ｛ま他の 3品種より高い｛直で含有していた．また，

あきたこまちは 113士11mg/ 100 gて，ササニシキと

同程度1こ含有していた．

3. Fe 

Fe含有量は全体で0.26土0.01mg I 100 gであり，ア
キヒカリは 0.31土0.08mg/ 100 gで，他の 3品種より

若干高く含有していた．

4. Na 
Na含有量は，全体で1.58土0.34mg/ 100 gであっ

また，含有値で品種及ひ地域毎による大きな差異はな

かった．

5. K 

k含有量は全体で73.5土5.6mg/ 100 gで，成分表の

精白米成分値に較べ若干低い含有値であった．

6. Mg 

Mgの含有量は全体で20.5土3.0mg/100g (12.7-

28.5 mg/ 100 g)であり，吊種毎てはアキヒカリが22.7

土 3.0mg/ 100で他の 3品秤よりむ十高く含有してい

た．また地域毎では，県中央・大氾地域内の各品種の試

料か他の地域の試料より高い｛伯て含有する傾向を示し

た．

以上のことからあきたこまちの無機質成分の各

含有量は，他の品種の無機質成分と総じて同程度の含有

状況を示した．

c. ビタミン

---•- 1 1 9 



ビタミン B1は全体 (N= 28) で0.11土0.3mg/ 100 

g, ビタミン B2は0.02土mg/100 gであり，数例を除

き成分表の成分値と同程度の含有呈であった．

D. ヒ素及び重金属

1. Cu 
Cu含有吊は全体 (N=28)て2.45士o.58μgI gで
あり，品種毎では，あきたこまちが2.15土0.72μ g/g

で他の 3品種より若干低く含有していた．また，品種及

び収穫地域毎の含有値からは，いずれの品種でも原北・

能代地域内の試料で高い値を示した．

2. Mn 

Mn含有量はアキヒカリ 7.36土1.36μ g/g, キヨ二

シキ 9.17上1.64μ g I g,ササニシキ 9.54土1.83μ g I 
gそしてあきたこまち 10.16土2.55μ g/ gであり， 品

種間で比較的大きな差がみられた．あいまってアキヒカ

リーキヨニシキ，アキヒカリーあきたこまち，アキヒカ

リーササニシキの品種間で有意差 (P<0.05)が認めら

れた．また品種及ひ収穫地域毎の含有値では，能代地域

内の試料でCuと同様に高い値をホした．

3. Zn 

Zn含有量は全体で 14.3土 3.3μ g I gてあった．ま
た，沿岸部栽培適地とされているササニシキを除く 3品

種の県北・大館及ひ能代地域内の試料は．いずれも比較

的高い Zn含有量を示した．

4. Pb 

Pbは全ての試料で検出限界 (Pb<0.02μ g I g)以
下であった．

5. Cd 

能代，仙北地域内の各品種の試料の Cd含有量は 0.2

~0.3μ g I gてあったか，食品衛牛法の規紺LJ値を超え
るものではなかった．他の試料の含有量は，その加程度

の含有鼠であった．

6. As 

As含有量は． 7試料で検出限界（As<0.01 μ g / g) 

以下であり，全体的には0.05土0.05μg / gの範［JI・［内の

含有量を示した．

以上のことからヒ索及び用金属は，一部の有害

金属を除き，微量ながら生体機能の調節，体組織の構成

等の推持で重要な役割を果している力ゞ，検出した各項目

の数値はいずれも熊谷たち2)が測定した範囲内に自化し

ていた．しかし，重金属の含有状況で，限られたー地域

内の試料で他の地域内の試料より若十高い仙で検出され

た．

IV まとめ

1.あきたこまちが，他の品種米より水分含有量が高

く，最も低し＼品種米に較べ 1％近い差があった．

2.品種別の出穂期，成熟期の早い→遅いがたんばく

質含有量の高い→低し＼と一致する傾向を1言し，早い品種

で含有吊が高かった．

3. Ca又は P等の無機成分の含有量は， いずれの品

種においても殆んどか同程度であった．また重金属Ca,

Mn及びCdの項目では， 収穫地域により若干の含有差

がみられた．
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